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メキシコの

石油資源(｡)

竹田英夫(鉱床部)
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最近JETROメキシコ事務所吉田方明所長の御厚意

により送付された資料によれば1980年3月現在メキシ

コの石油の確認埋蔵量は500億バｰレルに達しており

昨年の1月に比べて100億バｰレノレの増加となっている.

これは先にも述べたようにメキシコ南東部のレフォ

ルマおよびカンペチェ沖の両油田地帯の探査が進められ

た結果確認埋蔵量が飛躍的に増加しつつあることによ

るものである.

このことについてはまた径ほど触れる機会があると

思うが今回は本題であるメキシコの油田地帯の地質の

概略を紹介することにしたい.〔本文は最近出版され

たロペス･ラモス(LoP･･R･mo･)のメキシコの地質

(G･o1ogiad･M6xi･o)を主に参照〕

1.メキシコ北東部の層序

まずメキシコの油田開発の先鞭をつけ戦前に黄金

期を築いたベラクルス州のタムピコｰ･ミサントラ

(T･mpi･･珊･･nt1･)堆積盆地とレイノｰサ油田を含む

ブノレゴス(Bu･gos)堆積盆地を中心にメキシコ湾に沿

う北緯20｡から27｡に達するメキシコ北東部の地質をと

り上げ次にレフォノレマおよびカンペチェ沖油田地帯を

含むメキシコ南東部の地質を説明する予定である｡

ここでの北東部とはタマウリパス(T･m･u1ip･･)州

ヌエボ･レオン(NuevoLe6n)州ベラクルス(Veracruz)

州コアウイコ(Coahui1a)州イダルゴ(Hida1go)州

プエブラ(Pueb1a)州およびサン･ルイス･ポトシ(San

Lui.P.to.i)州にまたがっており地質的には西側に標

高3000mを越す東シエラ･マｰドレ(Si･…M･d･･

O.i.nt.1)が分布しこれに隣接して北東にブロｰピカ

ッチョス(Bu…一Pi…ho･)陸棚帯また南東にタンピ

コｰミサントラ堆積盆地さらにメキシコ湾の北に面し

てブノレゴス堆積盆地この他面堆積盆地と陸棚帯に囲ま

れるタマウリパス山系に区分される(第1図).これら

の5区分される地域について標式的な地区を中心とし

時代順に地質を紹介してゆくことにする.

售��

コ

ア

1ぺ㍗!

∴ベペ州

､～'oビクトリア市

(二二∵､炎

.､1終㌶

㍗㌧

第1図メキシコ北東部地域の地質区分図と主要な地名

Iブルゴス堆積盆地並ブロｰピカッチョス陸棚地帯

IIタマウリパス山系wタムピョｰミサントラ堆積盆

V東シエラ･マｰドレ地

1)先カンブリア紀

メキシコ北東部地域は広範に中生層と第三紀層が分布

し古生代以前の基盤岩類の露出はごく限られており

主に背斜構造を示す軸部付近を横断する深い峡谷の底に

基盤岩類が窓状に分布する.

先カンブリア系もその例にもれずヌエボ･レオン州

の南のアラムベリ(A･･mb…旦)タマウリパス州のビク

トリア市(Ciud･dVi･to･i･)の北西およびイダルゴ州の

モランゴ(M.1.ngo)付近の谷底に断片的に顔をのぞかせ

ている.この他油田探査の試錐により何個所がで

先カンブリア系が捕捉されている.

構成岩類は片麻岩雲母片岩珪岩等の変成岩類から

なり測定された絶対年代は7億5千万年から王3億5千

万年の間にありすべて原生代に相当する.多分カナ

ダ楯状地の外縁部に相当するものであろう(第2図).

2)古生代

古生層の分布も断片的であるカミタマウリバス州ビク

トリア市北西のカバジェｰ口峡谷(C･五〇nd･C･b･11･･o)

でその層序が明らかにされているのでこれにっいて�
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地質図(LopezRamos:シキシコの地質より)
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泥灰岩

._石灰岩とベントナイト

ｰ_石灰岩と頁岩

チャｰトを伴う石灰岩

_石灰岩

チャｰトを伴う石灰岩

二石灰岩

一泥灰岩と泥質石灰岩

一石膏と石灰岩

三菱季皇…妄≡一ξ一'一ドロマイトと石灰岩

赤色泥岩

泥岩砂岩

および礫岩

砂岩と頁岩

(フリッシュ型)

_頁岩砂岩および石灰岩

砂岩と頁岩

__砂岩頁岩および

一ノヴァキュライト

･一一一一一一｡一一一頁岩と石灰岩

石灰岩

昨ニニ'＼＼礫岩

珪岩

石墨片岩

倉ザクロ石片麻岩

第3図タマウリパス州ウイサチャル背斜付近の

地質柱状図(LopezRamos:メキシコの地質より)

述べる(第3図).

(1)ラ･プレサ(La趾esa)珪岩カンブリア紀(?)

層位的に最下部にあるラ･プレサ珪岩は先カンブリア

系中の断層帯に挾まれて分布するが次に述べるラ･ナ

ランハル(L.N｡｡｡nj.1)礫岩に不整合に覆われるところ

もみられる.この珪岩は厚さが150m(十)で珪質石

灰岩を挾在するカミ化石はみられず時代は明らかで狂

い.しかし層序的関係からカンブリア紀に属すると

推定されている.

(2)ラ･ナランハル礫岩カンブリア紀(?)

前者と不整合を示すこの礫岩層は厚さ30～40mで礫

は片麻岩と珪岩を主とする.この地層はオノレドビス系

(?)およびシルノレ系の下位にありカンブリア紀のもの

とみなされている.

(3)ビクトリア(VictoH副)石灰岩オルドビス紀(?)

ビクトリア石灰岩は直接先カンブリア系の上にのると

ころもみられ層厚は10皿前後で紋色の石灰岩を主と

し腕足類と珊瑚の化石を伴うが不完全のため時代は

確定されていたい.しかしシルノレ系の下位にありオ

ノレドビス系と推定されている.

(4)カニョｰン･デ･カバジェｰロス(C痂｡皿伽

C北311ems)層シルル紀

ビクトリア石灰岩の上位に整合的にのるこの地層は

基底に厚さ約30mの灰色～黒色の石灰岩が分布しこれ

に黒色頁岩の薄層を挟むがその上の厚さ15mの同性質

の石灰岩には珪質砂岩を伴っている.さらに上部に

行くと20～40mの厚さの緑灰色～暗灰色の頁岩(一部

砂質頁岩)となりこの中にシノレル紀に属する三葉虫

腕足類および珊瑚の化石が含まれている.この地層の

全体の層厚は90m前後である.

(5)ラ･イエルバ(肋Yerba)層デボン紀

この地層の下部は厚さ20m前後の珪質岩から成りそ

の上に厚さ40m(十)の暗灰色～黒色の頁岩が発達する.

この頁岩中には泥質砂岩が伴われデボン紀中期～後

期の腕足類と水草の化石が存在する.全体の層厚は

100m(十)のところもみられ下部ミシシッピｰ系に不

整合に覆われている.

(6)ビセンテ･ケレｰ口(Vio帥伽G11砒鵬m)層ミ

シシッピｰ紀

ラ･イエノレバ層を不整合に覆うこの地層は全体の層

厚は160m前後で下部は厚さα2～数mの礫岩層を挟

む珪質の砂岩からなり暗灰色～黒色の頁岩を伴ってい

る.上位に行くに従って頁岩は多くなりこの中に

ミシシッピｰ紀前期に属する微化石を豊富に含んでいる.

(7)デル･モンテ(眺1Wo皿te)層ペンシルバニア

紀

この地層は基底に厚さ4mの礫岩がありビセンテ･

ケレｰ口唇を不整合に覆っておりミシシッピｰ紀中期

と後期の地層は欠如している.礫はビセンテ･ケレｰ

口唇の砂岩と頁岩を主とし基質は石灰質粘土から成る.

礫岩の上位には石灰岩が発達しこの中にペンシノレハ

ニア紀早期を示す海百合と珊瑚の化石がみられる.さ

らにこの上に砂岩と頁岩の互層が分布するが全体の層

厚は200m(十)である.�
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この他タマウリパス山系の南部の試錐でデル･モ

ンテ層に相当する古生層が捕捉されている.この場合

繊密な黒色頁岩砂岩および礫質砂岩から成る海成層で

ペンシルバニア紀早期の紡錘虫が含まれておりこの古

生層はジュラ紀のサン･アンドレｰス･オルビド(S･n

Aud･全一〇lyid･)層に不整合に覆われている.

(8)グアヤマカ(G皿町ama¢a)鰯=畳紀

デル･モンテ層と不整合関係にあるこの地層は下部

に厚さ150m(十)の頁岩と砂岩の互層が発達しこの中

に1～4mの厚さの紡錘虫を含む石灰岩を伴っている.

さらにこの上に厚さ8mの紡錘虫石灰岩がありこれ

に傾斜不整合で10mの厚さの礫岩がのっている.勿論

この礫には紡錘虫石灰岩が含まれている.この紡錘虫

の時代からレナｰド統に属する.これらの上部には

フリッシュ型の砂岩と黒色頁岩がのっており全体の層

厚は1,000m(十)に達する.

この北東部地域にみられる古生層は分布が局限され

ているため全体の層序や構造を明らかにすることは困

難であるが岩質的にみて劣地向斜または内陸性の海成

堆積物が多く二畳紀にはアパラチア造山運動の影響を

受けたとみなされている､

3)中生代

メキシコの北東部では中生層としてメキシコ地向斜

に堆積した白亜系が最も広範に分布し三畳系とジュラ

系は背斜構造の軸部に局地的に露出する(第1表).

されている.

下部ジュラ系のこの地層は岩相上トトラパ(T･to1･p･)

相とディビザデｰ口(Divi｡｡d｡｡｡)相に2分され前者は

プエブラ州のワチナンゴ(Hu.chin.ngo)付近に分布し

厚さは約300mで硬いノジュｰルを含む頁岩からなり

多量のアンモナイトと斧石類の化石を伴い部分的に砂

岩の薄層が挾在される.一方後者はベラクルス州ウ

アヤココトラ付近に分布し頁岩砂岩泥灰岩泥岩

シノレト岩等からなりその厚さは同じく300m(十)で

化石は斧石類が多くアンモナイトは稀にしかみられた

い.これら両相の化石の時代はミネムｰノレ階に相当す

るとされているが両相の上下関係は不明である.

(3)ロサリオ(Ro㈱rio)層ジュラ紀早期

この地層はタムピコの酉で行なわれた試錐により分布

カミ確認されたが明らかに陸成層で植物化石を伴って

おり判明した時代はミネムｰル～トアルス階とされて

いる.

(4)カウアサス(C出血a醜s)癩ジュラ紀中期

この地層は頁岩泥岩砂岩および赤色の礫岩から校

る陸成層で一部には流紋岩および安山岩の溶岩を伴っ

ている.その分布は下部ジュラ系に比べて広く別名

｢赤色層(L･･h･･R･j･･)｣と呼ばれている.花粉分析

によりジュラ紀中期に属することが判明しておりこ

の地層の上部境界付近で放射能異常があるといわれて

いる.

(1)ウイサチァル(盟ui蝸曲al)層三畳紀

タマウリパス山系には三畳紀後期に属するこの地層

カ粉布している･構成岩類は酸化鉄を含む頁岩と淘

汰の悪い砂岩および礫岩から成り｢赤色層群(C.p･･

R.j｡｡)｣と呼ばれている.ウイサチァル層には植物化

石と2枚貝の化石が含まれ三畳紀後期に属することが

判明しており試錐により確認された全体の層厚は100

～200mである.堆積環境としては乾燥性気候の下

でブロック化して生じた地溝帯中に堆積したとされる

陸成層である.

またブロｰピカッチョス陸棚帯ではラ･ボッカ

(L.Bo｡｡)赤色層と呼ばれる上部三畳系が分布し泥岩

砂岩頁岩赤色礫岩を主とし層厚は800mに達する

ところもありウイサチァル層に対比されている.

(2)ウアヤココトラ(昼11町a6060“a)層ジュラ紀早期

タムピコｰミサントラ堆積盆地の西翼のウァヤココト

ラ背斜付近には一連のジュラ系が発達しその標式地と

(5)ウエウエテペック(亙11eh㎜otepec)層ジュラ紀

中期

この地層の標式地はプエブラ州ウェウェテペックにあ

り頁岩赤色泥岩石灰質泥岩砂岩および蒸発残留

岩からなりカウアサス赤色層を不整合に覆うが部分

的にはウアヤココトラ層の上に直接のるところもみられ

る.これらの中には上部バス階～下部カロｰブ階に

属するアンモナイトを伴いまた同時代の微化石も含

まれている.ウエウエテペック層は明らかに海進によ

り生じた海成層でありメキシコ北東部ではジュラ紀

中期に海進が始まったことを物語っている.

またほぼテペック層に対比される地層としてブ

ロｰピカチョス陸棚帯にミｰナス･ビエハス(Min･･

Vi.j｡｡)層カミ分布する.この地層は炭質物を含む石灰

岩の上に岩塩と石膏が厚く発達しておりこれらの蒸

発残留岩の層厚は実に3,800mに及びダイアピルの可

能性もある.三畳紀の赤色層灘を覆っており内湾性

堆積物と推定されている.�
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メキシコ北東部地域の地質層序表

��地質年代��タムピコ･ミサ!下ラ堆積盆地��ブルゴス堆積盆地と�

������ヌエボ･レオン州�

代�紀�世�期�地層名��地層名�

��現�����

�第四紀�世��河川堆積物��河川堆積物�

��姦�����

��世����リッシｰ･ビュモント層�

��鮮�����

��新����ゴリアド層�

新��世�����

��中�����

��新��トゥスパン層⑧��オｰクビル層ラガルト層�

�第�世�����

��漸�上部�メソン層エスコリン竺⑧コアチンドフ層��アナワック層�

生��新�中部�アラサン層パルマ･レア/昌上部層���

��世����ノルマ層⑧フリオ層カタオウ�

�一一一��下部�パルマ･レアル下部層��ラ層(?)�

����オルコｰネス層��ビックスバｰグ層⑧�

���上都�⑧⑧チャポポｰテ層タントユカ層��ジャクソン層⑧�

代��始���ク1�イエグア層⑨�

��新�中部�グアヤバル層�レン�クック･マウンァン層�

�紀����イ層�マウント･セルマン層�

��世��アラゴン層�ボ群�カリｰソ層�

���下部�チコンテペック上部層⑧��ウイルコックス･インディオ層�

��暁�上部�チコンテペック中部層⑨���

��新��チコンテペック下部層⑥��ベラスコ層ミッドウェイ層�

��世�下部�ベラスコ層���

��上�マｰストリヒト階�メンデス層��メンデス層�

�白��セノマン階�サン･フェリッペ層��サン･フェリッペ層�

��部�チュｰロン階�アグア･ヌェバ層��アグア･ヌェインデイドウｰバ層ラ層�

�亜�中�セノマン階�タマウリパ⑧��クエスタ･デル･クｰラ層�

申��部�オｰブ階�ス上部層エル'⑨���

����アブラ層タマブラ層��_タマウリァゥロフ層パス上部層�

�紀���オタテス層��フ･ぺ一ア�

��下�アプト階���クピドマウリパス下部層�

��部�ネオコム階�タマウリバス下部層��タマウリパス�タライセス層

�����下部層��

生���ティトン階�ピミェンタ層⑧���

��上����､フ･カシｰタ層ピ･エンタ層�

�ジ��キムメりツジ階�タマン層⑧サン･アンドレｰス層��オルビド層�

���オックスフォｰド階���タマン層�

��部��サンチャゴ層⑨��スロアガ層�

�ユ��カロｰブ階�テペシック層⑧��ミｰナス･ビェハス層�

��中�バス階�ウェウェテペツク層�岩��

代�ラ�部�バジョｰス階�カウアサス層�塩��

�紀�下��ロサリオ層���

���ライアス階����

��部��ウァヤココトラ層���

�一一一������

�畳������

�紀���ウイサチャル層(赤色層群)���

⑧原油および天然ガスの油母層�



～灰色の泥岩を主とし上部で

油,井

pOZoSpETROLEROSは石灰質頁岩に移化する.こ

と=ε二;:ニニ…;き;二=蝋㌻1の中にアンモナイトの化石が含

ま二鴉榊守姜鮮瓢詰一､まれ下部カロｰブ階～上部オ

5rComo了｡nlO139="o了一〇1i-O-1

亨;長:燃ニヨ三1雅;害搬{ックスフォｰド階に属すること

ξ二台軸程｡I落蟷鳥㍑㌻2^が判明しておりテペシック層

10'E…oolo閑44=Irl■16,O丁05-1

I舳｡｡g｡一エ榊｡｡｡1｡一エを整合的に覆っている.ザン

ニ%1;;縦1…繍鮒iマ､

劣蝉数議1津1箏11

一〃猟＼萎1;11111蚕1騨如/1他!1ツチヨス陸棚帯

ゾ8於薮綴1ト箏1デ

岬･･パ42;い昨舳舳榊二ζ孟;篭合‡砂篤

舳蝉挾み層厚1･…前後でオ

江こべ∴∵ヂ㍗ゴ

唱

S^LT■LL㌧こ〉･1仙洲/この地層の標式地はサン･ル

/努欄3イス･ポ1シ州のタマスンチァ

岬ズボ㎜/∴ご(鴛鴛㌶監

ノ･燃神島い!1からな｡頁岩の薄層を挾んで

;㍗一.｡｡へ百機1･いる.一般には石灰質また

ぺ∵∴､い1撃㍗1符

上部ジュラ紀の陸地｡を含む石灰岩が存在しマンガ

第4図メキシコ北東部地域のジュラ紀後期の古地理図と主要征油井の位置図ンが稼行されているところもみ

られる.この地層中にはアン

モナイトや放散虫が含まれておりティトン階からキン

(6)テペシック(Tep･xi6)層ジュラ紀後期メリッジ階に及ぶことが判明しておりまたサンディア

ベラクノレス州のポッサ･リガ(Po｡｡Ri｡｡)とタムピコゴ層の上に整合的にのっている.

の北側で見出されたこの地層は灰褐色の珪質泥岩およ

び石灰質砂岩を主とし牡蠣の貝殻腹足類海草(9)チボ=1(C血ip㏄o)層ジュラ紀後期

有孔虫などの化石を伴っている.ウエウエテペック層この地層名も非公式に用いられているがチポコ層は

の蒸発残留岩を整合的に覆い時代はカロｰブ階に属すポッサ･リガの南東に分布するタマン層に時代的に対比

るとされる海成層である(第4図ユされる地層で石灰質泥岩と石灰質砂岩からなりサン

ティアゴ層の上に整合関係を示して存在する.

(7)サンティアゴ(S固㎜ti囲go)層ジュラ紀後期

同じくポッサ･リガの北側にあるこの地層は灰褐色�
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第5図基盤(古生層または先カンブリア系)まで到達した

探査ボｰリング地点

(10)サン･アンドレｰス(Sa珊A皿伽細)層ジュラ紀

後期

この地層も時代的にタマン層に対比され主として石

灰質砂岩からなり一部ドロマイト化している.ポッ

サ･リガの南東に分布し厚さは数mから400mと変化

がはげしい.

(11)ピミエンタ(脳m且e雌a)鷹ジュラ紀後期

この地層の標式地はタマスンチアｰレの南にあるピミ

ェンタ(胡撤を意味する)村付近にあり下部は暗灰色～

黒色の粘土に富む石灰質泥岩を主とし頁岩の薄層を挾

んでいる.一方上部は同性質の泥岩中に黒色の頁

岩とチャｰトおよびベントナイトを伴い全体の厚さは

200mに達する.ピミエンタ層｢はタムビコｰミサント

ラ堆積盆地内に広く分布しタマン層およびサン･アン

ドレｰス層を整合的に覆っておりまたアンモナイト

放散虫2枚貝等の化石を伴い中部～上部テイトン階

に属している.

この他タマウリパス山系とプ咋ピカッチョス陸棚

帯にはジュラ紀後期のオルビド(O1vido)およびカシ

ｰダ(C.sit｡)層が分布し石灰岩石灰質頁岩石灰質

砂岩等からなる二層厚は200～1,300mで下部のオ

ルビド層はタマン層上部にまた上部のカシｰダ層はピ

ミエンタ層にほぼ対比される.

(12)タマウリパス(蝸㎜舳晦洲)下部鰯白亜紀早期

メキシコ北東部の下部白亜系は広い分布を示しタム

ピコｰミサントラ堆積盆地ではその基底にタマウリパス

下部層が存在する.この地層はピミェンタ層と整合関

係を示し淡黄色細粒綴密のチョｰク質石灰岩からなり

単層の厚さは20～25cmで中にチャｰトの球状のノジ

ュｰノレが含まれる.またネオコム階に属するアンモ

ナイトの化石や微化石がみられ全体の層厚は最大

400mに達する.

一方ブロｰピカッチョス陸棚帯では石灰岩を主と

するタライセス(T｡｡｡i｡｡｡)層が上部ジュラ系を覆い

その厚さは約250mでタマウリパス下部層に対比され

ている.これらはいずれもメキシコ地向斜の堆積物

である.

またタライセス層の上にのるクピド(Cupid｡)層は

タマウリパス山系およびブロｰピカッチョス陸棚帯に分

布し半深海域に堆積したとみられる石灰岩を主とし

ドロマイト質の部分もある.この中にバレｰム階～上

部アプト階のアンモナイトの化石が含まれる.

(13)オタテス(0伽竜e8)麗白亜紀早期

タマウリパス下部層の上に整合的にのるこの地層は

灰色～黒色の粘土質看灰岩を主とし頁岩の薄層と黒色

チャｰトを伴い全体にいちじるしく灌音質で厚さは

5～100㎜と変化する.

ブロｰピカッチョスおよびタマウリパスの両地域では

オタテス層に対比されるものとしてラ･ぺ一ニア(La

P.i｡)層が分布し粘土質石灰岩を主とする特徴的抵岩

相を示すため鍵層とされている.堆積環境としては

暑い気候の下に還元環境の澱んだ水中で堆積したとみな

される.

(14)タマウリパス上部煽白亜紀中期

この地層は下部と上部に2分され下部はクリｰム色

～白色の石灰岩を主とし上方で泥灰岩を伴う.一方

上部も同性質の石灰岩からなり全体の層厚は135～400

mでこの中に含まれる大型化石と微化石からオｰブ

階～セノマン階に属することが判明しておりメキシコ

地向斜中の半深海性堆積物である.このタマウリパス

上部層はエバノｰパｰヌコ(Eb･no-P色nu･o)およびタム�
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第6図タムピコｰミサントラ堆積盆地の黄金油田地帯の油田分布図

ピコ南西の黄金地帯では岩礁性のエル･アブラ(E1

Ab｡｡)層に移化しまたポッサ･リガではタｰビダイト

となりタマブラ(T･m･bra)層と呼ばれる.

(15)エル･アブラ層白亜紀中期

タマウリパス上部層の同時異相であるこの地層は前

にも述べたように黄金地帯の重要な油母層であり岩

礁性の石灰岩からなる.アブラ層から油が出るという

のは落語のようで記憶に残り易いと思われるがこの

地層名は東シエラ･マｰドレの支脈のアブラ山脈(Sie･｡｡

d･1Ab･･)から由来したもので油とは無関係である.

この地層も2分され下部はタニヌノレ(Taninu1)部属と

呼ばれ厚窟2枚貝の密集したバイオノ･一ムからなる非

晶質石灰岩であり黒色斑点の油徴がみられる.上部

は灰色塊状の石灰岩で中にバイオストロｰム状石灰岩

を挾みエノレ･アブラ部属と呼ばれる.エノレ･アブラ

層は明らかに珊瑚礁起源の石灰岩で後で述べるアウロ

ラ(Au･o･･)層やエノレ･ドクトル(E1Do･to･)層に対比

されその時代はオｰブ階～セノマン階に属する(第5

図).

(16)タマｰブラ(Tamahr包)層白亜紀中期

この地層はタマウリパス層とエル･アブラ層の混在し
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第7図黄金油田地帯の地質断面図(第6図参照)

た岩相として両者の名前の夫々一部をとってタマｰブ

ラ層と命名したもので綴密柱石灰岩と多孔質石灰岩の

互層からなる.全体の厚さは40～300mで下部と上

部に2分され前者はクリｰム色または青灰色のドロマ

イト質石灰岩を主とし上方の糖状石灰岩は貝化石と共

に油徴がみられ層厚は20～140mである.一方後

者はクリｰム色の激密た結晶質石灰岩で灰色のチャｰト

とベントナイトを伴い一部に多孔質の大型化石を伴う

部分もみられ厚さは100～160mである.時代として

はエル･アブラ層に対比されるが一部はチュｰロン

階に達する可能性がある.タマｰブラ層はポッサ･ソ

カ油同ヨの重要な油母層の役割を果している.

タマウ.リバス山系やブロｰピカッチョス陸棚帯では

下部白亜系のアウロラ層の上部にクエスタ･デル･クｰ

ラ(Cu･･t･d･1Cu｡･)層が存在しアウロラ層およびこ

の上にのる上部白亜系のアグア･ヌエバ(Agu.Nueva)

層と漸移関係を示している.この地層は比較的薄く

厚さは30～150mで石灰岩を主とするがその中に頁�
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岩～泥岩と黒色チャｰトを伴い層理カミ良く発達すると

いう特徴がみられる.アウロラ層はテキサス州のグレ

ン･ロス(G1enRos｡)層にクエスタ･デル･クｰラ層

はワシｰタ(W･shit･)層群に対比される(第6図第7

図).

(17)アグア･ヌエバ層白亜紀後期

上部白亜系の最下位にあるこの地層はタマウリパス

上部層を覆い整合的関係を示している.上部と下部

に2分され下部の基底には石灰岩に伴ってベントナイ

ト質頁岩とベントナイトが存在しこの時期に火山活動

があったと推定され細かいラミナの発達した特徴は石

油探査の鍵層とされている.その上には黒色頁岩の薄

層を挟む層理の発達した石灰岩がありイノケラムスの

化石を含むところもある.一方上部は下部に比べて

細かい層理を示す泥質石灰岩からなりその上にのるサ

ン･フェリッペ(S･nF･1ip･)層と整合的関係にある.

層厚は20～200m程度で時代は上部セノマン階からチ

ュｰロン階に属し堆積環境からみてこの時期に堆積盆

地は隆起運動が始まり海退期に入ったことを物語って

いる･アグア･ヌエバ層に対比されるものとしては

サン･ルイス･ポンシ州のシリトラ(Xi1it1･)層とメキシ

コ中央部のインディドゥｰラ(Indidu･･)層がある.

(18)サン･フェリッペ層白亜紀後期

メキシコ湾に平行に広い分布を示すこの地層は下部

に綴密な石灰岩があるが上部に進むにつれて粘土質と

なり石灰岩と頁岩の互層から泥灰岩と頁岩の互層とな

り石灰岩は消失する.層厚はところにより変化がい

ちじるしく100～1,370mであり浅海性の軟体動物の

化石を伴柾っている.この地層の堆積した時代はゼノ

ン階に属する･メキシコ北西部ではより泥質となる

ためパラス(P･･…)頁岩層と呼ばれている.

(19)メｰンデス(皿e㎜dez)鷹白亜紀後期

サン･フェリッペ層の上に漸移する関係をもつメｰン

デス層は灰色～青色の泥灰岩を主とし貝殻状断口を

示す特徴がある.上部に行くと紅色を帯びるため

赤色メｰンデス(Mるnd｡｡R.j｡)層と呼ばれる.最上部

には砂岩層がみられるがその上部の第三系とは不整合

関係を示している.層厚は場所によって変化がいちじ

るしく東シエラ･マｰドレの前縁では1,900m(十)に達

するカミ黄金地帯の南では5～25皿である.微化石を

豊富に含み時代はシャンパｰニュ階からマｰストリヒ

ト階に属し海退期の浅海性堆積物で一部には陸成層

を交える部分もある.

4)新生代

メキシコ北東部地域の第三系はメキシコ地向斜の榴

曲および断層運動に伴って隆起した東シエラ･マｰドレ

の前縁帯に生じたガルフ地向斜中に堆積したものが主で

ありジュラ系および白亜系と並んで石油および天然

ガスの貯溜層の役割を果している.

(1)ベラスコ(ye亙asco)鰯暁新世

タムピコｰミサントラ堆積盆地はタマウリパス州の

マヒスカチン(M･gi…t･in)向斜構造の南東部と東翼に

沿って露出がみられ第三系の最下部に位置する.構

成岩類は頁岩を主とし石灰質砂岩の薄層を挟むが砂

岩層中にはリップル･マｰクおよび生痕がみられる.

また局所的に緑色のベントナイトを伴うことがあり上

方では砂岩が増加して頁岩と砂岩の互層となりベラ

スコ層の上のチコンテペック(Chi･ontep･･)層に岩相的

に似るところもみられ下位のメｰデンス層および上位

のチコンテペック層とも整合関係を示している.層厚

は変化がいちじるしく70mから1,200mを越すところ

もあり堆積環境は最初半深海性であったが後半は浅

海性～汽水性に変化している.

一方ブノレゴス堆積盆地ではタムピコｰミサントラ

堆積盆地のベラスコ層に類似し泥灰岩と頁岩を主とし

石灰質砂岩の薄層を挟み微化石に富むが異なる点と

しては白亜系と不整合関係にあり上部の始新統とも一

部不整合を示している.層厚は250～800mで主に半

深海成堆積物からなる.ブルゴス堆積盆地はガルフ地

向斜の南端に位置し軸部はメキシコ湾岸付近を通るた

め地表ではその西翼のみが観察され最下部のベラス

コ層は堆積盆地の最も西側に分布し東に行くに従って

深度を増している.

(2)チコンテペック層暁新世～始新世早期

この地層はタムピコｰミサントラ堆積盆地の南半部の

西側に露出し延長約260良m幅約30kmでもって

東シエラ･マｰドレの榴出方向に平行な分布を示してい

る.一般に下部中部上部に3分され下部層は

石灰質砂岩頁岩および泥灰岩の互層からなり一部に

礫岩を伴う.浅海性のフリッシュ型堆積物で時代は

ベラスコ層と同じく暁新世に属する.中部層は砂岩と

頁岩の互層を主とし砂岩中に炭質物が挾まれる.次

に上部層は細粒～中粒の砂岩を主とし泥灰質砂岩と

頁岩の薄層を挾むが上部層中に植物の破片や生痕がみ

られる.中部層および上部層の時代は古生物学的にみ

て始新世に属する.全体の層厚は場所により変化する�
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第8図ブルゴス堆積盆地の地質断面図

が平均して約900mであり黄金地帯の西側のソレダ

ド(So1edad)トラゴルｰラ(T1acolula)アラゴン

(Arag6n)およびサン･アンドレｰス(SanAndr6s)では

原油を産出しており最近チコンテペック層には比較

的浅いところに小規模の原油およびガスの貯溜層が多

数分布していることが判明している.

(3)アラゴン(Arago皿)煽始新世早期

この地層は灰色～青灰色の頁岩を主とし最下部にベ

ントナイトを伴い上方に行くに従って細粒の砂岩の薄

層と石灰質ノジュｰルが多くなる.中部始新統のグァ

ヤパノレ(Gu.y.b.1)層に整合的に覆われるが一部はチ

コンテペッ層の上部層に対比され全体の厚さは平均

1501nである.

(4)グアヤバル層始新世中期

この地層はメキシコ湾から約55しm酉に離れて延長

約230km幅1～20Lmで帯状の分布を示し青灰

色～褐色の頁岩を主とし細粒の砂岩の薄層と菱鉄鉱の

ノジュｰルと共に軟体動物や珊瑚の化看を伴っている.

層厚は100mから1,100m(十)であり浅海成堆積物で

ある.

(5)チャボポｰテｰタントユカ(Ch棚｡ro加･丁蜘to岬｡a)

層始新世後期

この両層は同時異相の関係にありチャボボｰテ層は

灰色～緑灰色の泥灰岩を主とし上方で緑黄色のベント

ナイトの薄層の挟みが増加する.有孔虫を多く含み

時代は始新世後期に属し下位のグァヤパノレ層を不整合

に覆っている.一方タントユカ層は砂岩と礫岩から

なり礫は白亜紀の石灰岩黒色チャｰトおよびチコン

テペック層の砂岩等で一部に不純な石灰岩層を伴って

いる.一般に砂岩は下位が細粒で上方に行くに従

って粗粒となる傾向がみられ海岸線付近で乱堆積した

モラッセ型堆積物でララマイド変動の最高潮に達した

直後の時期の産物とみなされる.層厚は両者とも400m

以下が普通であるが一部では1000mを越すところも

ある.先にも述べたように両層とも同時代に属し

タントユカ層は海岸付近チャボボｰテ層はより深いと

ころに堆積した同時異相であるがベラクルス州メガテ

ペック(Me･atep･c)およびポッサ･リガ付近で油母層

となり原油を産出する重要な役割りを果している.

一方ブルゴス堆積盆地ではベラスコ層に対比される

ものにミッドウェイ(Midway)層がありその上部に始

新統の厚い堆積がみられる(第8図).�
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(6)ミッドウェイ鰯暁新世

ヌエボ･レオン州の南端からほぼ南北方向に国境まで

分布しリオ･ブラボｰ(Ri･B･･vo)の河岸にも露出が

みられる.この地層は下部と上部に2分され下部層

は砂岩を主としレンズ状石灰岩を挟むがこの砂岩中

に海緑石と流出して再沈澱した白亜紀の有孔虫が含まれ

る.この下部層は先に述べたベラスコ層と同時代とみ

なされており海浜付近の堆積物である.次に上部

層は半深海成堆積物の頁岩から注ゆ化石が豊富で稀

に石灰質のノジュｰルを含む.全体の層厚は変化し

400～1,000mである.

(7)ウィルコックスｰインディオ(Wi1㏄x-h棚｡)煽

始新世早期

賢明な読者はすでにお気付きのことと思うがブルゴ

ス堆積盆地の地層名はガルフ地向斜のアメリカの命名を

踏襲して用いられている.さてウイノレコックスｰイ

ンディオ層はミッドウェイ層に平行に分布するが両者

は不整合関係を示し構成岩類は頁岩と頁岩質砂岩の薄

層の互層を主としときにクロスラミナが発達した雲母

質砂岩および灰色～赤色の泥岩を挾みまた中位付近に

石膏と亜炭層カミ分布する.全体の層厚は800～1,300m

である.

(8)クレイボｰン(C亙a肪｡me)癩群始新世中期～後期

クレイボｰン層群中には下位よりカリｰソ(C｡｡｡i.o)

層マウント･セルマン(MountSe1m･n)層クック･

マウンテイン(Coo友Momtain)層およびイエグァ

(Y.g｡｡)層がみられ全般的にみて砂岩を主とする海成

堆積物からなる.

カリｰソ癩

この地層はヌエボ･レオン州のサン･フアン(S･nJu左n)

河付近に露出しクレイボｰン層群の最下位に位置する.

一般に細粒～中粒の砂岩からなりその中に粘土層を

挟み基底部に礫質砂岩がみられる.この砂岩は海浜

砂丘を起源とし種々の色を示しクロスラミナカ溌達

する.層厚は300～800mで南側で薄くなり消滅する.

マウント･セルマン麗

マウント･セルマン層は下位よりレックロゥ(R｡｡k-

1aw)クイｰン･シティｰ(QueenCity)およびウエチエ

ス(W｡｡h･･)の3部属に分けられる.最下位のレック

ロウ部属は砂岩を主とし頁岩と粘土層を挾み石膏

硫黄および炭質物を伴っている.この部属はカリｰソ

層を整合的に覆い上位のクイｰン･シティｰ部属とは

挾在される頁岩が特徴的な色彩を帯びまた砂岩の粒度

の差から識別は容易である.次にくるクイｰン･シテ

ィｰ部属は石英を主とする細粒～中粒の砂岩からなり

頁岩と粘土層を挟むがこの頁岩中に塩水性の有孔虫が

含まれている.上位gウエチエス部属は灰色の砂岩と

褐色の頁岩からなり上部に鉄分に當むノジュｰルを含

み大型化石や有孔虫を伴っており前2者に比べて完全

な海成堆積物と狂っている.

マウント･セルマン層もまた帯状分布を示し国境に

面したヌエボ･ラレｰド(NuevoLaredo)の北西で

その幅は32kmに達しこの地層の露出する地域は比較

的緩かな起伏を示しており層厚も1,200皿に達するが

南に行くと薄くなりヌエボ･レオン州のラ･エスカレ

ｰラ(LaE｡｡｡1e｡｡)付近で250mとなる.

クック･マウンテイン層

この地層の標式地は国境のリオ･ブラボｰ周辺にあり

暗緑色の含海緑石砂岩を主とし褐色～灰色の化石に當

む薄い粘土層を挾んでいる.一般的走向は南北～北北

酉の帯状分布を示し層厚は250～1,000mであるがヌ

エボ･レオン州とタマウリパス州の州境付近で尖滅して

いる.

イエグア鰯

クレイボｰン層群の最上位にあるイエグア層はクッ

ク･マウンテイン層を整合的に覆い南北方向に帯状に

分布する･構成岩類は灰色～緑色の粘土岩を主とし

石灰質頁岩と砂岩を伴う他牡蠣殻のレンズも挾まれる.

層厚はリオ･ブラボｰ付近で100mであるがカベｰサ

(C･b…)1号井では1,000mに達しブルゴス堆積盆地

の南端で尖減する.この地層は油母層として重要であ

りランチエリアス(Rancherias)サグｰテ(Zacute)お

よびカベｰサ等の油田の天然ガスと原油を産出している.

(9)ジャクソン(伽6k80n)層始新世後期

始新世末期に属するこの地層は灰色～灰緑色の砂岩

を主とし化石を豊富に含んでいる.中位より上方で

は火山灰と珪化木が存在するカミｰ殻に北部で火山灰

が多く南部では砂岩が頁岩質どたり厚さが増大し

また有孔虫を多数含有している.層厚は北部の国境付

近で450～600mであるが南部のカベｰサ2号井では

1956mに達する･ジャクソン層もまた天然ガスと石油

の貯溜層として経済的に重要な役割りを果している.

(10)オルコｰネス(旺｡rcom蜘)鷹漸新世早期

さて話をタンピコｰミサントラ堆積盆地にもどすこ

とにする.漸新世早期のオノレコｰネス層は一般に灰�
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色～青灰色の泥灰岩を主とし細粒の砂岩と火山灰を挟

むがポッサ･リガ付近では頁岩を主とし砂岩および

礫質砂岩の挾みが多くメガテペックでは礫岩からなり

地域による岩相変化カミ著しい.層厚はポッサ･リガで

465㎜であるが岩質が一定しないため判定が困難な

ことが多く全体の厚さは不明である.堆積環境とし

ては先に述べたタントユカ層とほぼ同じくララマイ

ド変動の終りに近い時期のモラッセ堆積物とみなされて

いる.

(11)パルマ･レアル(腕1㎜aRea1)層群漸新世早期

～中期

パルマ･レアノレ層群は岩相と時代の異った下部層と上

部層に2分される.

パルマ･レアル下部煽

この地層は浅海成堆積物の砂岩礫岩および砂質泥灰

岩から校り砂岩は層理が発達し生痕を伴っている.

礫岩中の礫は白亜紀の石灰岩と黒色チャｰトからなり

泥灰岩中には有孔虫が豊富に含まれている.また下

位の始新統や暁新統と傾斜不整合の関係を示し漸新世

早期から中期に海進が開始されたことを物語っている.

パルマ･レアル上部属

先に述べた下部層と異なり灰色軟質の頁岩を主とし

部分的に砂質のところがみられ上方で細粒～中粒の砂

岩の挟みがありまた礁性石灰岩を伴っている｡時代

は漸新世中期に属し下部層の堆積にひき続いた海進性

の堆積物である.

パルマ･レアル層鮮の厚さは場所によって変化し140

～690mの範囲にある.また下部層および上部層と

も少量の原油の産出が記録されている.

(12)メソン(Meso皿)層漸新世中期～後期

この地層はハルマ･レアル上部層とほぼ同時代の浅海

成堆積物で砂岩を主とし石灰岩および泥灰質砂岩の

薄層を挟み一部に礁性石灰岩を伴っている.層厚は

100～875mで後で述べるアラサン(A1･･色n)層を整合

的に覆っているところもみられるが別の地域ではアラ

ゴン層の上にのっている.

(13)アラサン鰯漸新世中期

この地層は前者とほぼ同時代に属し灰色～青灰色の

泥灰岩と頁岩からなり泥質砂岩の薄層を挾んでいる.

岩相は均質ではなく地層の中位付近で頁岩は中粒の

砂岩となり下位では粘土層を挾んだ砂岩となりパノレ

マ･レアル上部層に対比される.層厚は場所によって

60mから930mにまで変化する.

(14)コアチシトラ(Co砧zin釧a)癩漸新世後期

パルマ･レアル層およびメソン層の上部に不整合にの

るこの地層は暗灰色の頁岩と泥灰岩および泥灰質砂岩

の互層からなり一部に礫岩と珊瑚石灰岩を伴っている.

海進による堆積物であるがメソン層よりは深い場所に

堆積したと推定され上方に行くに従って粒度は細粒か

ら粗粒となる傾向がみられる.層厚は150～450mであ

り上位のエスコリン(E｡｡o1in)層とは漸移する.

(15)エスコリン煽漸新世後期

この地層は均質塊状の泥灰岩の上に細粒～中粒の石

灰質砂岩および泥灰質砂岩の互層がのり一般に化石は

含まれない.また場所により上方で砂岩～礫岩に

移化することもあり海退に伴う堆積物の特徴を示して

いる.層厚は90～300mであり上位の中新統のトゥ

スパン(Tuxp.n)層と不整合関係を示している.

さてブルゴス堆積盆地の漸新統に目を転じ｡るとア

メリカのテキサス州と同じ性質を示し海進から海退ま

での一連の堆積物からなり天然ガスと原油の重要な油

母層となっている.

(16)ビックスバｰグ(V亘砥sb岨g)鰯漸新世早期

漸新統の最下位に位置するビックスバｰグ層は細粒～

中粒の砂岩と粘土岩からなりレンズ状火山灰を伴い

微化石を含んでいる.この地層とその上のフリオ(F･1･)

層との境界付近にサム･フォｰダイス(S･mFo.dy｡｡)

と呼ばれる砂岩層がありビックスバ･一グ層の最上部と

みなされたりフリオ層の最下底とされたりしている.

微化石の特性からみてビックスバｰグ層の下部は海水

性であり上部は汽水性に属し全体の層厚は1,000～

3,000mである.ミシオｰン(Misi6n)およびヘアｰド

(H｡｡｡d)油井ではビックスバｰグ層から天然ガスと原

油を産出している.

(17)フリオ煽漸新世中期

この地層はビックスバｰグ層を整合的に覆い赤味を

帯びた灰色の頁岩を主としベントナイトおよび稀にレ

ンズ状砂岩を伴っている.下部は海成層であるが上

部は非海成層であり地表では主に後者が露出する.

海成層は有孔虫を多く含む頁岩からなり中位付近に砂

岩を挾むカミこの中に油徴がみられる.この海成層の

堆積した時期は沈降と堆積のバランスが保たれ堆積�
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第9図タムピコｰミサントラ堆積盆地と東シエラ･マｰド

レに分布する火成岩類

は沈降に比例して垂直的に増大したとみなされており

層厚は30～!,000mから東部の4,000mまで変化する.

一方上部の非海成層は同じく頁岩を主とするが石膏

と硬石膏およびレンズ状砂岩を多く伴いこの砂岩層が

天然ガスと原油を貯溜している.層厚は2,000皿以下

で化石は海成層に比べて少匁い.フリオ層の堆積環

境は海進による海成層の堆積が始まり漸新世中期に沈

降と堆積の均衡が保たれ大量の泥と砂が堆積し安定

した海底には種々の動物群が棲息していた.その後

海退に転化し海は浅く狂って湖沼となり非海成層が

堆積したが一部では礫岩となりまた陸化して削剥を

生じたところもあった.先にも述べたようにブノレゴ

ス堆積盆地の漸新統は油母層の役割を果しているがと

くにフリオ層は天然ガスと原油の貯留層として有名であ

る.

(18)ノルマ(N0fma)礫岩漸新世中期

ノルマ礫岩は局地的な分布を示し延長40km幅は

最大6Lmの規模の陸成層で厚い扇状堆積層である.

前述のフリオ非海成層と同時異相を示す部分がみられる

がまたフリオ層を覆うところもある.礫は直径30～

40cmの石灰岩火成岩および砂岩を主とし珪化木や

チャｰトの破片を含んでいる.層厚は場所によ

り変化し75～300mである.

(19)カタオウラ(Cataho皿1a)層漸新世中期(?)

この地層は頁岩と砂岩を主とするが凝灰岩を

多量に伴っている.頁岩は灰緑色を示してプラ

㈴��

スチック状であり砂岩は灰色凝灰岩は灰色～

緑色の微晶組織を呈する.一般に層理が良く発

達し海岸線に平行に稚深い海域に堆積したとみ

られ化石も伴わず油微も発見されていない.

層厚は250～475mである.

㈲潯�

(20)アナｰワック(Am血皿ac)層漸新世後期

ブルゴス堆積盆地ではこの地層は地表に露出

せず試錐により確認されている.一般に余

り固結していない褐色～赤褐色の頁岩と褐色～灰

色の細粒砂岩を主とする海成層であり厚さは80

～160㎜でくさび状を呈して東側で肥大する傾

2㈹〇一

向がみられる.下位のフリオ層とは堆積の時

間的間隙があり含まれる微化石の変化からこ

の地層の堆積環境が当初浅海から半深海に移化し

たことが判明している.

(21)トゥスパン(丁皿x蝸m)層中新世初期～中期

タムピコｰミサントラ堆積盆地の中新統に属するこの

地層は砂質頁岩砂岩石灰質砂岩および石灰砂岩か

らなり基底に一部礫岩と緑色の火山灰を伴うことがあ

る.その分布はメキシコ湾沿いに延長約125km平

均幅は15し皿を示し層厚は北西から南東に向って増

大し地表に露出する部分では平均150m前後である

が南東部とメキシコ湾内の海底黄金地帯では800～

1,500mに達する.先に述べたエスコリン層コァチ

シトラ層メソン層アラサン層およびパルマ･レアル

層等を不整合に覆い堆積環境としては当初浅海性の

海進から海退に変化して海岸線は現在のメキシコ湾の

海岸線まで後退したと推定されている.この地層中に

も小規模の貯溜層があり原油を産出している.

(22)オｰクビルｰラガルト(0畝∀iHe･L昭班to)煽中

新世

ブルゴス堆積盆地ではオｰクビルｰラガノレト層が中

新世に属し砂礫および粘土の陸成(一部浅海成)堆

積物からなり斜層理の発達がみられる.この地層の

下位には牡蠣殻の破片や流出してとりこまれた白亜

紀の有孔虫が含まれ層厚は20～3,000mで東側で厚

さが著しく増大する.�
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(23)ゴリアド(GoHaa)煽鮮新世

同じくブルゴス盆地の陸成層であり礫砂粘土

からなり石膏を伴っている.河口の三角州に堆積し

た扇状堆積物であり局地的に中新統を覆っており地

表ではカリｰチが広く分布し別名レイノｰサ(R.y-

nos｡)層とも呼ばれる.層厚は15～35mである.

(24)リッシｰ一ビュモント(阯ssie･跳皿mont)層更新世

ブノレゴス盆地の河川三角州および海岸付近に分布す

る陸成層で礫砂粘土からなり珪化木を多く伴い

斜層理が発達する.海岸付近では厚さ300m前後で

あるが最も厚いところは1,000mに達する.

2.メキシコ北東部の火成活動

メキシコ北東部地域の火成活動はタマウリパス山系

とブロｰピカッチョス陸棚地帯に多くみられタムピコｰ

ミサントラ堆積盆地には上部第三系の玄武岩が分布する

(第9図).

タマウリパス山系の中北側のサン･カルロス(San

Ca.1os)山地では白亜紀早期のクピド層中に貫入した

石英閃緑岩～細粒花開岩(一部閃長岩質)の餅盤や岩株が

存在しているが貫入時期は暁新世～始新世に相当する

と推定されている.これら貫入岩類の礫がブノレゴス堆

積盆地の漸新統中に含まれるため漸新世以前であるこ

とは明白であるが絶対年代のデｰタｰは未だ知られて

いない.またこの地域には始新世以降(?)の玄

武岩の岩床もみられる.

次に南側のタマウリパス山地では貫入岩類として

花開閃緑岩トｰナル岩花開岩等の底盤が分布しこ

のほかは斑糠岩輝緑岩および玄武岩がみられる.

一般に火成活動はこの山地の東斜面に多く西斜面で

は少ない.

ブロｰピカッチョス陸棚帯では酸性貫入岩類の他に

流紋岩を伴うが量的には前者が後者よりも広く分布す

る.この地帯には2つの主要な花開岩体があり西

側の貫入形態は餅盤状を呈する.これらの一部では

スカノレン鉱物を随伴するものもある.この他斑礪岩

や粗粒玄武岩の岩脈もみられる.

タムピコｰミサントラ堆積盆地に分布する玄武岩体は

その活動時期が中新世以降と推定されている.

後で述べるようにメキシコ北東部の主要な火成活動

はララマイド変動に伴ったものであるがこれらの他

に古い時代のものとしては二畳紀の塩基性岩類とジ

ュラ紀中期の安山岩の活動が挙げられる.

3.メキシコ北東部の構造発達史

この地域には最も古期の基盤岩類として先カンブリ

ア系があわこれらの変成岩類はいずれも原生代に属す

ることが知られている.この上に一連の古生層の堆

積があり二畳紀に造山運動があったことは二畳系が

フリッシュ型堆積物の特'性を示すことから推定されア

パラチア変動に対比されており一部に火成活動も伴っ

ている.この時期に生じたウァヤココトラの複背斜帯

は榴曲軸の方向が北西一南東でありその軸面はほぼ

垂直で東側から圧力が働いたとされている.

中生代に入って陸化し且っブロック化したためそ

の地溝帯には赤色層群と呼ばれる三畳紀の陸成層の堆積

があった.次にジュラ紀に入ると一部の地溝帯に

海が侵入して浅海成堆積物をもたらしたがその多くは

陸化して削剥作用を受け赤色層と呼ばれる陸成層が生

じまた安山岩の溶岩や凝灰岩を伴っている.

本格的な海進が開始されたのはジュラ紀中期～後期

であるカミその当初には局地的に内湾性の蒸発残留岩を

伴っている溝海成堆積物もみられるがその後は石灰岩

や頁岩が連続的に堆積している.しかしこの時期に

は未だタマウリパス半島やコアウイラ半島等は海面から

突出しており削剥作用を受けている.タマウリパス

山系にみられる断層系は北北東一南南西の方向を示し

傾斜も60｡以上でブ回ック化運動の産物とみなされ

ジュラ紀の玄武岩の岩頭1を伴っている.

次に白亜紀に入るとメキシコ地向斜を中心に海

進はさらに拡がりタンピコｰミサントラ堆積盆地では

前に述べた黄金地帯に楕円状の環礁を形成している.

また黄金地帯の外側の南と西にもほぼ平行した岩礁

が分布し重要な原油の貯溜層となっている.その後

海はやや深くなり半深海成堆積物が生じているが白

亜紀後期には海域はより拡がりコアウイラ半島も海中

に没している.

さて白亜紀末期から第三紀の初期にかけてララマ

イド変動が生じ東シエラ･マｰドレは榴曲および断層

運動を受け隆起に転じたがこれに伴ってその東縁部

は沈降帯となりガルフ地向斜の一部であるブノレゴス堆

積盆地およびタムピコｰミサントラ盆地にも古第三紀

にはチコンテペック層のようなフリッシュ型の堆積物が

みられる.さらに上部始新統のモラッセ型堆積物が

続き漸新統までララマイド変動の影響を受け火成活

動も古第三紀に集中している.

中新世末期から鮮新世にかけてこれら第三紀の堆積

盆地に海退が進行し現在のメキシコ湾の海岸線まで後

退し略現地形カミ形成されたとみられる(つづく)�


